
児童手当受給対象の方へ

　物価高の影響が長期化する中、子育て世帯を支援するため、
「物価高対応子育て応援手当」を給付します。
　詳細は、荒川区ホームページ（右の二次元コード）をご覧くだ
さい。

❶ 令和７年９月分（令和７年９月に生まれたお子さんは10月分）の児童手
当を荒川区で受給した方
❷令和７年10月１日～８年３月31日にお子さんが生まれた方
❸ 令和７年10月１日以降に、離婚等のため新たに児童手当の申請をした方

対

象

物価高対応子育て応援手当

あらかわ俳壇事務局（文化交流推進課内）
☎（３８０２）３７９５問合せ

〒116-8501（住所不要）あらかわ俳壇事務局（文化交流推進
課内）　☎（３８０２）３７９５　ふ（３８０２）４７６９応 募

締 切 り ３月31日㈫消印有効

投句方法

区役所３階文化交流推進課、あらかわエコセンター等の各投句
箱、はがき・ファクス・荒川区ホームページで、応募部門・住所・
氏名（ふりがな）・年齢（小中学生の部は学校名・学年も）・電話
番号・俳号（ある方のみ・ふりがなも）・作品（ふりがな）を記入
※未発表の作品に限ります　※投句数の上限はありません
※応募原稿は返却せず、著作権は荒川区に帰属します

対 象
▶一般の部…………15歳以上の方（中学生は不可）
▶小中学生の部……中学生以下の方

選 者 現代俳句協会副会長・対馬康子氏

賞・賞品
（各部門）

▶特選（１句）…… 区内共通お買い物券3000円分
（小中学生の部は、図書カード
N
ネ ク ス ト

EXT1000円分）、俳句グッズ
▶入選（５句）……俳句グッズ
▶佳作（10句）
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選 評

一般の部（計896句）

俳句に　　  みませんかふれて

　山車人形はどのように使われていたの
か、三河島山車人形の稲田姫・熊坂長範
（区指定有形民俗文化財）の曳

ひ

き回しの
際に歌われていた小室節とはどのような
民謡だったのか、その謎に迫ります。

講演会

講師 立教大学文学部兼任講師・滝口
正哉氏

山車祭礼と山車人形

講師 民俗芸能学会会員・入江宣子氏

幻の民謡小室節～山車祭礼と芸能

上映会

　素盞雄神社天王祭の映像を上映しま
す。

令和５年度
荒川区素盞雄神社天王祭2023
 ～私たちの天王祭

三河島山車人形の魅力
 ～山車まつりと芸能

期 日 ２月８日㈰
時 間 午後１時30分～４時
会 場 ゆいの森あらかわゆいの森ホール

費 用 無料定 員 80人（申込順）
申込み
問合せ

電話で、荒川ふるさと文化館
☎（３８０７）９２３４

高校生年代までの児童（平成19年４月２日以降に生ま
れた方）１人当たり２万円　※１回限り給付額

子育て支援課物価高対応子育て応援手当担当
☎（３８０２）３３４２問合せ

申 請

原則として、申請不要です。ただし、左記❶～❸のう
ち、令和７年12月までに荒川区に児童手当を申請して
いない方・所属庁から児童手当を受給している公務員
は、申請が必要です
※申請が不要な方には、１月20日にお知らせを送付しました
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